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24時間換気システム「ホームエアラングシリーズ／ホームエアサンテシリーズ」は

スイッチ操作により常時換気機能を停止する事が可能です。

次頁以降に運転停止方法について御紹介いたします。

【お願い】

まずお客様がお使いになっている換気システムの「取り扱い説明書」を御確認下さい。

【【御注意下さい御注意下さい】】

2424時間換気システムは建築基準法で設置が義務付けられている住宅設備です。時間換気システムは建築基準法で設置が義務付けられている住宅設備です。

やむを得ない場合、ｱﾌﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ時以外の運転停止は行わないで下さい。やむを得ない場合、ｱﾌﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ時以外の運転停止は行わないで下さい。

又、又、2424時間換気システムの運転を停止し、家の窓を閉め切った状態での火気使用時間換気システムの運転を停止し、家の窓を閉め切った状態での火気使用

（火を使うガス機器、石油ストーブ等を使用）は絶対に避けて下さい。（火を使うガス機器、石油ストーブ等を使用）は絶対に避けて下さい。

※※酸欠、一酸化炭素中毒にならないよう火気使用を避けるか、酸欠、一酸化炭素中毒にならないよう火気使用を避けるか、

窓を開けて換気を行って下さい。窓を開けて換気を行って下さい。



③ホームエアサンテシリーズの場合

本体についている「メンテナンススイッチ」 を「切」にして下さい。

運転停止方法

①ホームエアラング TVS-100シリーズの場合

壁に設置してある換気運転スイッチを「切」に

して下さい。

②ホームエアラング AVRシリーズの場合

ファンユニット横についている「メインスイッチ」

を「切」にして下さい。



運転復帰方法

〇換気システム本体

運転復帰につきましては停止時に行っていただいた「スイッチ」を

「入」にして下さい。停電復帰後は24時間換気が動いているか、

スイッチや吸込み・運転音の確認をお願いします。

〇自然給気口

開閉ﾊﾝﾄﾞﾙを回して「開」の状態にして下さい。

自然給気口SKB100（第３種換気システム）

次のような場合には 一時的に自然給気口（SKB100）を「閉」

の状態にして下さい。その後必ず「開」の状態で御使用下さい。その後必ず「開」の状態で御使用下さい。

・台風や強風時による給気口からの吸込みが強い場合

・外の騒音が気になる場合

・冬期に給気口からの冷気で寒さを感じる場合

・グリルの結露がひどい場合

〇グリルの取っ手をつかみ

手前に引いて外します

〇開閉ﾊﾝﾄﾞﾙを回して

「閉」の状態にします。


